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所 在 地

調 査 理 由

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

36

調査地点（1/2.5万「田口」）

川
かわむきちかざわ

向近沢遺跡（範囲確認調査）

設楽町大字川向字近沢、馬道地内
（北緯35度6分51秒　東経137度34分7秒）

設楽ダム

平成28年8月〜10月

500㎡

酒井俊彦・鈴木恵介

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査は、国土交通省による設楽ダム建設事業関連埋蔵文化財範囲確認調査として、愛知

県教育委員会を通じた委託を受けて平成28年8月から10月にかけて実施した。

川向近沢遺跡は、豊川の支流の一つである境川の北岸丘陵部に位置する。境川が北東か

ら南西に流下する部分に面し、南に向いた丘陵の裾から中腹付近が調査対象地である。西

は境橋沢を挟んで上ヲロウ・下ヲロウ遺跡と接し、東は境川に削られた崖となっている。

調査対象地の現況は、段状に造成された耕作地跡と宅地跡で、標高は最も高い所で424m、

低い所では388mである。

調査は1m×2mのトレンチを基本とし、83か所を設定して調査を行った。その結果、調

査範囲全域にわたって大規模に旧地形が改変されていることが判明した。旧地形は、南北

方向では南側の境川にむかって下る地形で現況に大きな違いは無いが、東西方向では東

側が高く、西の境橋沢に向かって下る地形となっている。

調査区東端部のTT30、TT29、TT40、TT51が南北に連なる部分は尾根状となっており、

耕作土のすぐ下に風化岩や基盤層が検出される。これより西は基盤層の標高が急激に下

がり、TT25とTT48、TT58を結ぶ付近は旧表土と考えられる黒色土の堆積も厚くなってい

る。さらに西は境橋沢による土石流が下層に堆積し、上層は沢の整備と宅地造成により厚

く埋め立てられている。宅地跡のTT12ではトレンチ内の全域が埋立土により造成されて

おり、トレンチ東半部の一部では旧表土と考えられる黒色土を確認したが、トレンチ西半

部ではこの層の標高が下がっているために確認できていない。

調査範囲最上部のTT1からTT8にかけての山林内は、黒色土等の包含層の可能性がある

層は見られず、腐植土等による表土の下は土石流による基盤層であった。

調査範囲最下位のTT66以降のトレンチを設けた県道小松田口線より南側では、基盤層

の多くは河川堆積による砂礫であり、遺物包含層と考えられる層は検出できなかった。隣

接する上ヲロウ・下ヲロウ遺跡の調査ではこれらのトレンチと同標高付近で縄文土器を

包含した層も検出されているが、当調査範囲では層序の検討から水田としての造成時に

削平されて残存していないと考えられる。

遺物はTT12では土師器と染付、擂鉢（近世以降）、TT25では土師質の土器破片、TT34で

は石棒か石刀の可能性のある石製品、TT36では土器破片（縄文）と安山岩の剥片、TT39で

は土師器破片と擂鉢（近世以降）、TT47では中世陶器の片口鉢（鎌倉〜室町）、TT48では安

山岩系石材の剥片、TT50では土師質鍋と石材剥片がみられた。いずれも表面に近い層や再

堆積層からの出土であり、造成以前の旧表土より下位からの出土は見られない。　

（鈴木恵介）
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遺跡名

NO.

図面名称

調査担当者

レベル

調整

愛知県埋蔵文化財調査センター

安西工業株式会社

T.P.

　川向近沢遺跡

酒井俊彦・鈴木恵介

(愛知県埋蔵文化財センター)

　調査位置図

bas00001.dxf

Y=36750Y=36700Y=36650Y=36600Y=36560

TT011
TT089

TT013
TT014

TT012

TT001

TT002

TT015

TT016
TT017

TT018

TT003 TT004 TT019

TT009

TT020

TT021

TT005

TT022 TT023

TT024 TT025

TT006

TT007

TT008

TT026 TT027 TT028

TT029

TT033 TT036
TT037

TT041

TT030
TT031

TT034 TT035
TT090

TT045 TT046 TT047 TT048

TT038 TT039 TT040

TT049
TT050

TT059
TT051

TT058

TT065TT057

TT056
TT055

TT054

TT063 TT064

TT053

TT091

TT062

TT061

TT066 TT067 TT068

TT069

TT070 TT071

TT075

TT076
TT083

TT081

TT072

TT073

TT079

TT084

TT077

TT082

TT087

TT085

TT086

TT088

TT074
TT078

木　根

木　根

木　根

37

川向近沢遺跡 調査範囲 (S=1/2,000)

川向近沢遺跡 遠景 TT34 石製品（緑色片岩製）

TT47 出土陶器（片口鉢） TT74（表土直下に河川堆積）

川向近沢遺跡


